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備品整備一覧表 

机（フォルティングテーブル） ４０脚 

椅子（スタッキングチェア） １００本 

収納台車 ３台 

折りたたみテーブル【座卓】 ２０脚 

座椅子 ３０組 

テント（エコノミーテント） ２張 

クーちゃんシール １７５枚 

別子山公民館は平成１５年の合併以来、社会教育活動の拠点として、学級講座の開設、各種イベントの開催など住民の学習、親

睦、交流に多大な役割を果たしてきました。 

その一方で、別子山地域の人口減少には歯止めがかからず、合併時の半数程度まで減少しております。 

 私どもは、この１５年間の公民館活動についての反省と評価を踏まえ、これまでの社会教育施設としての公民館の枠を超え、地

域創生の視点、持続可能な地域づくりを重視した活動にとりくむ拠点施設として、公民館を発展的に移行して行くべきではないか

と言う判断に至りました。 

 新居浜市では、金子公民館が新居浜地域交流センターに、大島公民館が大島交流センターに移行した事例があります。両者の移

行の経緯は異なりますが、ともにこれまでの公民館の機能を活かしながら、社会教育法を根拠法とはしない新しい活動の可能性を

追求しておられます。中山間地で、人口減少が急激に進行している別子山という地域特性を踏まえ、別子山公民館についても同条

例に基づく施設として、移行できるように要望している所です。また、別子山支所機能についても、支所という拠点施設でありな

がら建物の耐震性に問題があり建て替え又は移転することが必要で、その移転先を別子山公民館とし、現在の駐車スペースを改築

して、業務を行う事が決定しております。 

 新しい拠点施設では、周辺のふるさと館や別子小中学校等との連携強化、そして別子山支所との役割分担などを明確にし、別子

山地域の持続可能性を追求するために、地域住民みんなの知恵と力を併せて盛り上げていきたいと考えております。 

移行については、要望済みでございますが、公民館の改築及び支所の移転によって時期が若干変動いたします。 

・・・コミュニティセンター化によって何が変わる？・・・ 

公民館のコミュニティセンターへの移行は、これまで地域の生涯学習の拠点であった公民館の機能に、地域づくりの拠点として

の機能を加えることで、生涯学習に係る学びと地域づくりを一体化し、地域の特性を活かした地域づくりを進めていくために行う

ものです。 

また、現在の公民館は、社会教育法上、施設利用など一部に制約があることから、コミュニティセンター化によりこの制約を緩

和し、公民館の機能は維持した上で、これまで公民館ではできなかった収益を生む活動など、地域の実情に応じて、より柔軟で自

由度の高い地域づくりが展開できる施設「交流センター」として運営を開始できると考えております。 

仮称：別子山公民館⇒別子山交流センター？ 

この事業は、地域コミュニティ活動の充実・強化を図ることにより、地域社会の健全な発展と住民福祉の向上に寄与すること

を目指す「宝くじの社会貢献広報事業」助成金として交付されるもので、近年、校区住民の高齢化が進む中、自分たちのまちを

自分たちの手で暮らしやすい地域にするため、様々な研修活動や住民参加型のワークショップを実施しており、校区住民はもと

より、校区外の人たちとの対話の場を通じて、学びを深め、校区住民一人一人の豊かな暮らしが実現できるように、活発な交流

活動に務めております。 

今回、別子校区連合自治会が一般コミュニティ助成事業の対象団体に選定され、自治会活動やイベント活動さらに各種行事の

遂行のために、必要な備品の整備を行い一層の交流活動及び学び活動に貢献できると期待をしております。 

備品の詳細は表のとおりですが、保管場所は公民館ですので、いつでも各種事業活動に役立てていただきたいと思います。 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

早くも３月を迎えましたが、皆さん

いかがお過ごしでしょうか。 

２月の後半から、徐々に気温が上がり始め、春の気配を感じ

る様になってまいりました。ちょうどスギ花粉の飛散がはじま

ったようですが、目や鼻がむずむずと反応し始めている方も多

いのではないでしょうか？ 

今年も北日本の寒さは半端なく、各地で大雪を降らせたよう

ですが、自然現象といえども毎年、現地の皆さんは大変です。 

さて、早くも年度末を迎えました。毎年のように「１年たつ

のは早いですねぇ」と言っていますが、年を重ねるごとに、そ

の速さを痛感しております。「成熟するためには、遠回りをし

なければならない」という名言がございますが、早すぎて遠回

り出来ませんね‼ 

 季節的にも梅の花も咲き始め「桜」の時期が徐々にやって参

ります。大野地区のエドヒガン桜も３月後半から４月早々に咲

き始めると思われますので、出来る限り早々に、周辺の清掃を

行いたいと思います。日程等決まり次第お知らせいたしますの

で、よろしくお願いいたします。 

 これから春本番を迎えますが、まだまだ寒の戻りがあり朝晩

の冷え込みが厳しい時期もございますので、くれぐれも体調管

理には万全を期して、お過ごし下さい。 

※本を借りる場合は、「図書館カード」が必要です。 

※１人１０冊まで借りる事ができます。 

その他分からないことは、図書館員におたずねくださ

い。 新居浜市立別子銅山記念図書館 

℡ 0897-32-1911 

全国統一標語『忘れてない？サイフにスマホに火の確認』 

3 月は建物火災が最も多く発生しています。 

春は空気が乾燥し風の強い日も多くなります。 

火災の怖さは近隣への被害拡大、1 度に多くの人が犠牲

になるケースも少なくないことです。 

火災予防運動／山火事予防運動 

• 名称：春季全国火災予防運動 

• 期間：平成 31 年 3 月 1 日（金）～7 日（木） 

• 標語：『忘れてない？サイフにスマホ 

に火の確認』 

重点目標           

１、住宅防火対策の推進 

２、乾燥時及び強風時火災発生防止対策の推進 

３、放火火災防止対策の推進 

４、特定防火対象物等における防火安全対策の徹底 

５、製品火災の発生防止に向けた取組の推進 

６、多数の者が集合する催しに対する火災予防指導等の徹底 

７、林野火災予防対策の推進 

移動図書館「青い鳥号」が今月も、別子山地区にやっ

てきます。みなさん是非ご利用ください。 

 ３月は、１４日（木）に巡回します。 

①別子小中学校 １３：００～１３：４０ 

②別子山支所  １３：５０～１４：３０ 

１．応募方法  市役所・あかがねミュージアム・公民館などにおいてある募集要項をご覧になり、所定の申込書に必要事項

を記入の上、ご応募ください。多くの方からの出品をお待ちしております。 

２．期  日   ４月１３日(土)～４月２１日(日) ９：３０～１７：００ 

３．部  門   洋画・書道・絵手紙・日本画・写真・デザイン・版画 

華道・文芸（短歌・俳句・川柳）・工芸（陶芸・美術工芸・彫塑立体） 

４．応募資格  新居浜市内在住者、出身及び市内の職場に勤務している者及び小・中・高校生。 

        公民館の文化サークル、市内で開催する文化活動教室等の参加者及び新居浜文化協会加盟団体の会員。 

華道は文化協会会員に限る。 

５．申  込  ４月５日（金）９：４５～１７：００に、あかがねミュージアム２階の受付まで作品申込書を添えてお持ち

ください。募集要項、作品申込書は市役所５階文化振興課、あかがねミュージアム、市内公民館、図書館、

文化協会にあります。なお、作品の展示は各部門の担当が行います。 

６．作品搬出  ４月２１日（日）１５：００～１７：００     

７．注意事項  (1) 作品の規格等については募集要項をご覧ください。 

規格外の場合は展示に支障を来すため、受け付けません。 

(2) 作品は自分のものに限ります。 

(3) 不可抗力による作品の破損、汚損については、責任を負いません。 

(4) 表彰・参加賞等はありません。 

８．展示場所    あかがねミュージアム市民ギャラリー、展示室１、展示室２、アート工房 

９．主  催    新居浜市教育委員会 

内 容：子供からお年寄りまで、誰でも気軽に参加できます。 

みんなで楽しく歩きましょう！ 

日 時：平成３１年４月７日（日）受付 8：30～ 

開会式 9：00～ 

※雨天の場合は４月１４日（日）に延期します。 

集合場所：マリンパーク新居浜（イベント広場） 

コース：マリンパーク新居浜～黒島海浜公園 

（往復約８㎞、所要時間約３時間） 

その他：（1）参加者全員に参加賞があります。 

（マリンパーク新居浜に戻ってきた後、お渡しします。）

（2）黒島海浜公園到着後、約３０分休憩を取り、 

    マリンパーク新居浜へ戻ります。 

問合せ先：新居浜市教育委員会事務局スポーツ振興課 

☏６５－１３０３ 


